
プロジェクト 内容 事業費

環境回復環境回復環境回復環境回復

除染の推進、農産物などのモニタリング強化、

汚染廃棄物の適切な処理など

２８１２２８１２２８１２２８１２億円億円億円億円

生活再建支援生活再建支援生活再建支援生活再建支援

生活相談員の配置、住環境再建の支援（二重ローン対策）、

復興公営住宅整備促進、雇用確保など

７２２７２２７２２７２２億円億円億円億円

県民県民県民県民のののの心身心身心身心身のののの健康健康健康健康をををを守守守守るるるる

甲状腺検査や内部被ばく検査の継続、学校給食のモニタリング、

地域医療体制整備、被災者や子どもの心のケアなど

２２１２２１２２１２２１億円億円億円億円

未来未来未来未来をををを担担担担うううう

子子子子どもどもどもども・・・・若者育成若者育成若者育成若者育成

ふくしまっ子体験活動応援事業の継続、学力向上の推進、将来の

産業の担い手育成、子どもの医療費無料化に向けた取り組みな

ど

２１６２１６２１６２１６億円億円億円億円

農林水産業再生農林水産業再生農林水産業再生農林水産業再生

農産物の詳細な放射性物質測定、生産履歴情報の提供、農地・

林地・漁港施設等の災害復旧

３２６３２６３２６３２６億円億円億円億円

中小企業等復興中小企業等復興中小企業等復興中小企業等復興

被災中小企業等の事業継続・再開支援、

中小企業の資金繰りの支援、

企業立地への補助など

１１４４１１４４１１４４１１４４億円億円億円億円

再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー推進推進推進推進

防災拠点への再生可能エネルギー導入、太陽光エネルギー発電

パネル設置経費補助、木質バイオマス供給施設の整備など

４０４０４０４０億円億円億円億円

医療関連産業集積医療関連産業集積医療関連産業集積医療関連産業集積

先端医療機器の開発等研究の支援、県立医科大学における創薬

分野の研究拠点整備など

４４４４４４４４億円億円億円億円

ふくしまふくしまふくしまふくしま・・・・きずなづくりきずなづくりきずなづくりきずなづくり

民間団体等による復興へ向けた地域づくり活動への補助、避難者

等への電子回覧板による情報の配信など

１１１１１１１１億円億円億円億円

ふくしまのふくしまのふくしまのふくしまの観光交流観光交流観光交流観光交流

正確な情報発信や観光復興キャンペーンによる風評被害払拭、

国際会議・スポーツ大会の誘致など

７７７７億円億円億円億円

津波被災地復興津波被災地復興津波被災地復興津波被災地復興

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

防災緑地の整備、河口部における堤防改修、

減災機能を備えた道路整備など

５８０５８０５８０５８０億円億円億円億円

県土連携軸県土連携軸県土連携軸県土連携軸・・・・交流交流交流交流

ネットワークネットワークネットワークネットワーク基盤強化基盤強化基盤強化基盤強化

交通の「浜通り軸」の復旧・整備、東北中央道相馬～福島間の推

進、小名浜港や相馬港の整備など

２９８２９８２９８２９８億円億円億円億円

 

 

 

復興計画の ３つの基本理念 「福島県復興計画」（平成23年12月策定）より

○ 原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会づくり

○ ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力を結集した復興

○ 誇りあるふるさと再生の実現

平成２４年度当初予算

１兆 ５７６４億円 （平成２３年度当初予算 ９,０００億３４百万円）

復興へ１２の重点プロジェクト
プロジェクト別の事業費
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市町村除染地域における除染実施状況

・除染特別地域（11市町村）のうち、７市町村（田村市、南相馬市、川俣町、楢葉町、葛尾村、

川内村、飯舘村）の除染実施計画が策定され、４市町村（田村市、楢葉町、川内村、飯舘村）

において本格除染実施中。

国の除染

福島県内の空間放射線量の推移

〈参考〉除染の仕組みについて

汚染廃棄物対策地域

除染特別地域

(７町村全域＋※４市町村の一部)

国

汚染状況重点調査地域

（赤枠で囲まれた４１市町村）

市町村

(国：国有施設)

(県：県有施設)

それ以外の地域

（１１市町村）

市町村

(町内会)

警戒区域及び

計画的避難区域等

1.0mSv～

1.0mSv未満

線量の分布

除染実施主体

〈年間相当値〉

指定状況

単位：μSv/h

【データ出典】福島県災害対策本部（暫定値）

東京都健康安全研究センター大気中の放射線量測定結果（新宿）

●●●● 安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの確保確保確保確保

災害廃棄物の処理

2.74

0.71

0.1
0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月

福島市 郡山市

白河市 会津若松市

いわき市 参考：東京都

（千トン） 搬入率 （千トン） 処理・処分率

福島県 3,668 2,078 56.7% 816 22.2%

仮置場搬入量 処理・処分量

【平成24年9月末現在】

【データ出典】福島県災害対策本部環境回復班調べ

災害廃棄物

発生見込量

（千トン）

◆ 災害廃棄物の処理状況

◆ 汚染廃棄物の保管状況

保管量（トン） 時　点 備　考

下水汚泥等 53,870 平成24年9月21日

・県内下水処理場分（県・市町村管理）

・震災以降、汚泥の搬出ができず場内での保管量が増加して

おり、搬出先の確保と汚泥の減容化に取り組んでいる。

焼却灰（一般廃棄物） 56,698 平成24年7月末

・一時保管中

・埋立可能な8,000Bp/㎏を含む。

(B) （Ｃ）

　農用地 （単位：　ha）

（平成24年9月末現在）

計画

(A)

　発　注　 　実　績

発注率(B/A) 実績率(C/A)

6.2%

　公共施設等 （単位：施設） 3,208 2,922

91.1%

2,326

72.5%

　住宅 （単位：　戸） 81,092 34,828

42.9%

5,011

※調査対象は汚染状況重点調査地域の指定を受けた41市町村です。

※計画数量は今年度までの累計であり、未公表の市町村分は含んでいません。

9.6%

24,981 18,770

75.1%

12,108

48.5%

　道路 （単位：　㎞） 3,830 1,878

49.0%

367

〈水田・畑地・樹園地・牧草地〉
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県産農林水産物のモニタリング状況

県民健康管理調査

・基本調査→回答率 22.9%22.9%22.9%22.9%（H24.8.31現在）

（回答者数470,593人/対象者2,056,994人）

外部被ばく線量推計結果【全県分】

・18歳以下の甲状腺検査→実施率 約23.1%23.1%23.1%23.1%

（受診者数83,289人/対象者約36万人：H24.8.31現在）

※震災時に0～18歳までの全県民を生涯にわたり検査

〈参考〉平成23年度甲状腺結果概要（H24.3月末現在）

0～2mSv未満の割合

94.4%

18歳以下の県民の医療費無料化

・子どもの健康を守り、県内で安心して子どもを生み、育てやすい環境づくりを進めるため、子育て支援策として、

医療費助成の年齢拡大を行い、１8歳以下の県民の医療費無料化を平成24年10月からスタートいたしました。

線量別の分布状況【放射線業務従事者を除く】

判定内容判定内容判定内容判定内容  人数 人数 人数 人数（（（（人人人人） ） ） ） 

（A1） 結節や嚢胞を認めなかったもの
 24,468人 64.2%

（A2）

５.0㎜以下の結節や20.0㎜以下

の嚢胞を認めたもの

13,460人 35.3%

5.1㎜以上の結節や20.1㎜以上

の嚢胞を認めたもの

186人

甲状腺の状態等から判断して、

直ちに二次検査を要するもの

0人

割合割合割合割合（％）（％）（％）（％）

A判定

B判定

C判定

検査実施総数

判定結果判定結果判定結果判定結果

0.5%

0.0%

99.5%

 38,114人

■ 判定内容について

判定結果は、二次検査等、直ちに何らかの追加的措置の必要がない場合「Ａ判定」、二次検査をお勧め

する場合「Ｂ判定」、ただちに二次検査を受けていただく必要がある場合、「Ｃ判定」の大きく３つに分か

れています。

さらに、二次検査が必要ないＡ判定のうち、結節（しこり）や囊胞（体液が入っている袋のようなもの）

が全く認められない場合「Ａ１判定」、小さな結節や囊胞が認めれた場合、「Ａ２判定」に区分していま

す。

◆ モニタリングの実施 ◆ コメの全量全袋検査

・主食であるコメについては、県内

全域で全ての米袋をベルトコンベ

ア式検査機により検査し、安全性

を確保。検査済ラベルを貼付して

出荷・販売し、基準値を超えた米

は流通しないシステムを構築。

玄米 0／1,724 (0%) (※1) 0／662,960 (0%) (※2)

野菜・果実 145／5,976 (7.4%) 4／5,223 (0.08%)

畜産物（原乳・肉類・鶏卵） 15／5,873 (0.26%) 0／3,532 (0%)

山菜・きのこ（野生含む） 127／956 (13.3%) 86／577 (14.9%)

水産物 227／3,330 (6.8%) 576／2,737 (21.0%)

一般食品 100Bq/㎏

乳児用食品 50Bq/㎏

牛乳・乳製品 200Bq/㎏ 牛乳 50Bq/㎏

食品群

基準値超過点数／検査点数（割合）

平成24年3月以前検査実施分

平成24年4月以降検査実施分

（平成24年9月末現在）

基準値超過点数／検査点数（割合）

基準値等

※2　モニタリング以外に全量全袋検査を実施中。

　

食品中の放射性セシウムの暫定規制値 食品中の放射性セシウムの新基準値

穀類・野菜類・肉・

卵・魚・その他

500Bq/㎏

※1　モニタリング調査終了後、暫定規制値を超える放射性セシウムが検出されたことから、緊急調査を

　　　 実施し、新基準値(100Bq/kg）を超える米が流通しないよう特別隔離対策を実施した。

　　　　　＜調査結果＞　調査戸数23,247戸　うち100Bq/kg以下　22,664戸　（97.5%）

　　福島県東日本大震災復旧・復興本部
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住環境の再建

（H24.10.11現在）

・仮設住宅整備状況 16,77516,77516,77516,775戸戸戸戸（充足率 95.2%（完成戸数16,775戸/建設要請戸数17,613戸））

・借上げ住宅支援状況 24,98024,98024,98024,980戸戸戸戸（一般1,329戸、特例23,651戸）

※数値は県内の状況のみ

（H24.9月末現在）

・被災家屋の復旧状況 20,90020,90020,90020,900戸戸戸戸（進捗率 74.4%（災害救助法に基づく住宅の応急修理完了件数20,900件/受付件数28,096件））

・復興公営住宅の整備状況 0000戸戸戸戸【内訳】市町村代行公営住宅0戸（着工率-％（着工戸数-/必要戸数-））

県営復興住宅 0戸（着工率-％（着工戸数-/必要戸数-））

※ 9月補正予算に500戸の用地取得、設計費等を計上

雇用の状況

◆ 有効求人倍率等の推移 ◆ 雇用保険 受給資格決定件数・受給者実人員の推移

【出典】福島労働局「最近の雇用失業情勢について」 【出典】福島労働局「公共職業安定所業務取扱月報」

◆ 緊急雇用の状況 雇用雇用雇用雇用実績実績実績実績12,50912,50912,50912,509人人人人（H24.9月末現在）計画人数比50%(雇用実績12,509人/H24年度雇用創出計画25,000人）

【子どもの避難の状況】

（各月１日の避難者数）

避難状況の推移

◆ 東日本大震災に係る子どもの避難者（18歳未満避難者数）

※ （内訳）避難先が県内 12,214人

避難先が県外 17,895人

（※ 平成24年4月1日現在の市町村把握数）

30,109人

受給者実人数

(左目盛り)

受給資格決定件数

(右目盛り)

【データ出典】福島県災害対策本部

26,000

16,000

（

受

給

者

実

人
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人

）

（
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決
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数

件

）

H23.4
24,000 14,000
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●●●● 産業産業産業産業のののの復興状況復興状況復興状況復興状況

ふくしまイレブン生産状況の推移

農林水産業施設等の復旧状況

※ ふくしまイレブン（福島県の多彩な農林水産物を代表する、生産量が

全国上位の１１品目）から、主な品目を紹介。

81900

66500 67900

0
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20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

H22 H23 H24

水稲水稲水稲水稲作付面積作付面積作付面積作付面積

（（（（青刈青刈青刈青刈りりりり面積含面積含面積含面積含むむむむ））））(ha)

49400

44400

0
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20000

30000

40000

50000

60000

H22 H23

きゅうりきゅうりきゅうりきゅうり収穫量収穫量収穫量収穫量（（（（t））））

28200
29000
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20000
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30000

35000

H22 H23

もももももももも収穫量収穫量収穫量収穫量（（（（t））））

78,200 
74,200 

58,100 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

H22 H23 H24

肉用牛肉用牛肉用牛肉用牛のののの飼養頭数飼養頭数飼養頭数飼養頭数（（（（頭頭頭頭））））

各年2月1日現在の数値

【出典】農林水産省 作物統計・野菜生産出荷統計・果樹生産出荷統計・畜産統計

項目

復旧・復興の状況

/被害状況

進捗率

農地（営農再開可能面積

の割合）

9.3%
営農再開が可能な農地面積549ha/東日本大震災に伴う被災農地

面積（警戒区域含む）5,927ha（出典：東日本大震災に伴う被災農地

の復旧完了面積 農林水産省 平成24年4月）

農業経営体（経営再開状

況）※一部再開含む

55.9%
営農を再開した経営体9,620/東日本大震災による被害のあった経

営体17,200(出典：東日本大震災による農業経営体の被災・経営再

開状況（平成24年3月）農林水産省）

農地・農業用施設等の復

旧工事

65.8%

着手済地区1,811地区/査定完了2,753地区（平成24年9月末現在）

漁船の復旧状況（漁船数）

50.3%
稼働可能な漁船数590隻/震災前漁船数1,173隻（平成24年9月末

現在）
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・実宿泊者数について前年同月比データをグラフ化。（但し、H24.3月以降は前々年同月比）

観光客中心の施設における実宿泊者数（人泊）の推移

※【観光客中心の施設】とは、宿泊者のうち観光目的の宿泊者が全体の50%以上と回答した施設。

【出典】観光庁 宿泊旅行統計調査

アクアマリンふくしま

再開（H23.7月）

相馬野馬追再開

（H24.7月）

観光有料道路無料開放

（H23.7月～）

双葉郡の商工会会員の事業再開状況

企業立地支援

・ふくしま産業復興企業立地補助金 182182182182社社社社を指定

2,927人の雇用見込み（H24.9.30現在）

新島八重マスコット

キャラクター「八重たん」

【出典】福島県商工会連合会調査「避難地区再開事業所数」

　　福島県東日本大震災復旧・復興本部
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福島県の復興・再生には、単なる復旧にとどまらない先導的な取組が必要であることから、

各種研究開発・産業創造拠点の整備を進めています。

〈参考〉

福島県沖における浮体式洋上ウィンド

ファーム実証研究事業の完成予定図

(丸紅(株)提供）

環境創造環境創造環境創造環境創造センターセンターセンターセンター（（（（仮称仮称仮称仮称））））

放射性物質により汚染された環境を早急に回復し、県民が将来にわたり安心して暮らせる美しく豊かな

環境を創造するため、研究拠点の整備を進めています。

放射線医学県民健康管理放射線医学県民健康管理放射線医学県民健康管理放射線医学県民健康管理センターセンターセンターセンター((((仮称仮称仮称仮称））））

将来にわたり県民の健康を守るため、放射線医学に係る最先端の研究・診療拠点の整備を進めていま

す。 ,

医療機器開発医療機器開発医療機器開発医療機器開発センターセンターセンターセンター（（（（仮称仮称仮称仮称））））

医療機器の製品開発から事業化までの一体的な支援を行うため、大型動物を活用した安全性評価や医療

従事者の機器操作トレーニング等を実施する拠点の整備を進めています。

再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの研究拠点研究拠点研究拠点研究拠点

独立行政法人産業技術総合研究所が、郡山市（郡山西部第２工業団地）に再生可能エネルギー研究拠点

の整備を進めています。（平成25年度整備予定）

基本構想 基本設計 実施設計 着工 供用開始

基本構想 基本設計 実施設計 着工 供用開始

基本構想 基本設計 実施設計 着工 供用開始

基本構想 基本設計 実施設計 着工 供用開始

※ バーチャートは拠点整備のスケジュールを示し、現在取組中の箇所は着色しています。

〈その他〉

○ 放射性物質で高濃度に汚染された地域の農業の再生のための研究拠点の整備について検討中。

○ 浮体式洋上ウィンドファームの実証研究事業を着実に実施するとともに、産業拠点化に向けた研究

開発、試験活動の強化について検討中。

◆ 福島県・東北・全国の鉱工業生産指数（季節調整済）の推移

鉱工業生産指数の推移

平成17年＝100.0

※鉱工業生産指数とは

国内の鉱業・製造工業の

動向を総合的に示す指数

　　福島県東日本大震災復旧・復興本部
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●●●● 社会基盤等社会基盤等社会基盤等社会基盤等のののの復旧復旧復旧復旧・・・・整備状況整備状況整備状況整備状況

復旧・復興の状況

/被害状況

警戒区域内の状況等

※　避難指示区域の状況は平成24年10月26日現在の状況である。

避難指示解除準備区域となった小高

区については、現在計画内容を検討

中。その他の町については、現在のと

ころ未定。

・警戒区域内区間約42㎞

・開通目標→広野IC～常磐富岡IC:平成25年度内、

浪江IC～南相馬IC:平成26年度内、常磐富岡IC～

浪江IC:平成26年度内を目指す他の供用区間から

大きく遅れない時期

【完了】

0.0%
造成工事が完了した地区数0地区／集団移転促進事業計画につ

いて国土交通大臣の同意を得た地区数57地区

JR常磐線運行再開状況

JR只見線運行再開状況

【完了】

0.0%

開通延長 0㎞/総整備延長17㎞（県内延長）

・全線供用開始→平成29年度目標

東北中央自動車道（相

馬～福島間）

【着工】

【完了】

7.0%

3.2%
海岸堤防復旧完了地区1地区/被災海岸31地区（警戒区

域等除く）(H24.9月末現在）

常磐自動車道整備状

況

【着工】

【完了】

50.8%

開通延長65㎞/総整備延長128㎞（県内延長）

【完了】

0.0%
工事が完了した地区0地区/計画決定防災林4地区

（H24.10.19現在）

100.0%

着工延長128㎞/総整備延長128㎞（県内延長）

0.0%

工事着手地区数0地区/工事予定地区数10地区

25.0%
工事に着工した地区1地区/計画決定防災林4地区

（H24.10.19現在）

避難指示区域内市町村の施設で別の場所で再開

した施設数

・警戒区域内　4施設　・計画的避難区域内 2施設

・避難指示解除準備区域内 2施設

・居住制限区域 1施設

85.0%
完了数826件／被災施設数972件（92校）（H24.10.16現

在）

サテライト校として再開した県立学校

9校

公共土木施設等災害

復旧

【着工】

【完了】

工事完了838か所/海岸、道路、港湾、漁港等施設の災害復旧を

要する箇所1,878か所（警戒区域等を除く）（H24.9.20現在）

二次災害の防止等、必要な応急対策

を実施

二次災害の防止等、必要な応急対策

を実施

防災緑地の整備状況

【着工】

【完了】

0.0%

工事完了地区数0地区/工事予定地区数10地区

 

・警戒区域内の病院 5施設

・避難指示解除準備区域内の病院 2施設

61.1%
再開施設22施設（仮設施設等で再開した7施設含む）/震

災後休止した施設36施設（H24.9.21現在）

・警戒区域内の施設で別の場所で再開した

施設数　5施設

・避難指示解除準備区域内の施設で別の

場所で再開した施設数 2施設

病院（休止病院の再開状況）

社会福祉施設（高齢者施設・

保護施設の再開状況）

52.3%

県内運転再開距離69.3㎞／運休距離132.6㎞

造成工事に着手した地区数4地区／集団移転促進事業計画につ

いて国土交通大臣の同意を得た地区数57地区

児童福祉施設（認可保育所の

再開状況）

県立学校の復旧状況

0.0%

再開した病院　0施設/休止している病院　7施設

76.7%
再開施設23施設（別の場所で再開した13施設含む）/震

災後休止した施設30施設

進捗率

68.1%
工事着手1,279か所/海岸、道路、港湾、漁港等施設の災害復旧を

要する箇所1,878か所（警戒区域等を除く）（H24.9.20現在）

38.7%
海岸堤防復旧着手地区12地区/被災海岸31地区（警戒

区域等除く）(H24.9月末現在）

44.6%

項目

東北中央自動車道（福

島～米沢間）

【着工】

復興まちづくり（防災集

団移転）

【着工】

海岸堤防の復旧

【着工】

【完了】

海岸防災林の再生・復

旧

【着工】

　　・警戒区域内（富岡町、大熊町、双葉町、浪江町一部、葛尾村一部）　・計画的避難区域内（浪江町一部、葛尾村一部、川俣町一部）

　　・避難指示解除準備区域内（南相馬市一部、田村市一部、楢葉町一部、飯舘村一部、川内村一部）　・居住制限区域（南相馬市一部、川内村一部、飯舘村一部）

道

路

・

海

岸

・

鉄

道

等

集

団

移

転

医

療

・

福

祉

施

設

学

校

100.0%

着工延長17㎞/総整備延長17㎞（県内延長）

　

75.6%

着工延長34㎞/総整備延長45㎞

70.9%

県内運転再開距離67.4㎞／運休距離95㎞

0.0%

開通延長 0㎞/総整備延長45㎞

　

・警戒区域内運休距離32.6㎞

・相馬以北の運行再開時期、

　概ね平成29年春頃

　　福島県東日本大震災復旧・復興本部
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